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【参考】 

高野辰之は、明治9年、長野県北部の永江村（現中野市）の農家に生まれ、幼年期を豊かな自然の中で育ちなが

ら学問の道を志し、苦学の中からわが国近代の文学に大きな功績を残した人物です。その代表作である｢故郷｣誕生

から100年を迎えます。

 


